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【公表番号】特表2002-535129(P2002-535129A)
【公表日】平成14年10月22日(2002.10.22)
【出願番号】特願2000-595770(P2000-595770)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  63/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  19/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/32     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   5/06     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ  63/02    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  19/00    　　　Ｈ
   Ｂ０１Ｄ  19/00    １０１　
   Ｂ０１Ｄ  69/12    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  71/32    　　　　
   Ｂ０１Ｆ   3/04    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｆ   5/06    　　　　
   Ｃ０２Ｆ   1/20    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年6月15日(2010.6.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　テトラフルオロエチレン－ペルフルオロアルキルビニルエーテル共重合体（ＰＴＦＥ－
ＰＦＶＡＥ共重合体）、またはテトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン共重
合体（ＦＥＰ）等のペルフルオロ化熱可塑性ポリマーは厳しい使用条件下で悪影響を受け
ない。その結果、これらのポリマーから作った膜は、化学的および熱的安定性のより低い
ポリマーから作った限外濾過膜より明確な利点を有する。これらの熱可塑性ポリマーは熱
可塑性ではないテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）より、押し出し等の標準的な方法で
モールドまたは成形できるという点で優れている。ペルフルオロ化熱可塑性中空繊維膜は
ＰＴＦＥについて可能な径よりも小さい径にて製造可能である。より小径の繊維、例えば
、外径約３５０ミクロンから外径約１４５０ミクロンの範囲にある繊維は、高い膜表面積
対コンタクター容積の比を有するコンタクターに組み立てることができる。この特質は、
コンパクトな装置を製造するのに有益であり、半導体製造工場におけるようなハイランク
な空間での用途において有益である。
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